
ともに時間をすごすことから⽣まれる変化

第三者的伴⾛者からみえたこと

⼀般社団法⼈ボーダレス
⻤頭 史樹



⾃⼰紹介（⽴場がわかりにくいので）

• 社協職員（本業）と⼀般社団法⼈ボーダレス代表理事のふたつの⽴場

• 令和４年度まで名古屋市北区⻄部いきいき⽀援センター（委託包括）にて、
地域包括職員として区の認知症関連事業を展開
（現在は異動によって市内の別の区の社協にて重層的⽀援体制整備事業に従事）

• 令和４年度厚労省⽼健事業「チームオレンジの整備促進に関する調査研
究」委員会委員（包括職員の⽴場で参画）

• borderless with dementia（現 ⼀般社団法⼈ボーダレス）メンバーとして、
令和４年度厚労省⽼健事業「認知症の⼈本⼈の声を市町村施策に反映す
る⽅策に関する調査研究事業」のパイロット調査参加⾃治体（各務原市、岡
崎市、名古屋市北区）の伴⾛⽀援を実施

• 現在は⼀般社団法⼈ボーダレスとして、東海地⽅を中⼼に複数の⾃治体
の認知症関連事業の伴⾛⽀援・相談対応を実施中



本人の声を施策へ反映するなかで、
地域全体の人々の行動が変わる
本人の声を施策へ反映するなかで、
地域全体の人々の行動が変わる



本⼈とどう出会い、
どうともにすごせばよいかが、

わからない

⾃治体担当者の⽅からよく聞く声







アイデアミーティング（名古屋市北区）



いっしょに陶芸をしてみる（名古屋市北区）



市内の公園をいっしょに散歩してみる（岡崎市）



いっしょに⼟いじりをしてみる（各務原市）







ともにすごすことで⽣まれる変化（第三者から⾒て）

ともに時間を
すごす

認知症観が

変わる

強みや課題が

⾒えてくる

具体的なアイ
デアが⽣まれ

る

楽しみながら
チャレンジで
きる

成⻑している
⾃分（たち）
に気がつく

好循環は、⾃治
体担当者はもち
ろん、地域のプ
レイヤー、そし
て本⼈にも起き
ていき、地域を
かえていく



伴⾛者としてしていること・できること

情報提供 場づくり 後押し

• 先進的な事例や他の
⾃治体の取り組みの
情報を提供

• 他の⾃治体担当者等
と実際に会って情報
交換する機会をつく
る

• 認知症カフェや本⼈
ミーティングなど、
すでに地域にある本
⼈と出会う場をブ
ラッシュアップ

• 地域のプレイヤーと
の接点づくり（研修
やワークショップな
ど）

• これまで気がついて
いなかったことを⾔
語化する

• 「まずはやってみま
しょう！」と背中を
後押しする

• トライ＆エラーの意
識づくり

ヨソモノの伴⾛者だからこそ気がつくこと・
できることもある


